
議案第１７６号

渋川市敬老祝金条例の一部を改正する条例を次のように制定する。

令和元年１１月２８日提出

渋川市長 髙 木 勉

渋川市敬老祝金条例の一部を改正する条例

渋川市敬老祝金条例（平成１８年渋川市条例第１３１号）の一部を次のよ

うに改正する。

第２条中「資格を有する」を「各号のいずれにも該当する」に改める。

 第４条中「９月」の次に「から１０月まで」を加える。

 第５条から第７条までを削り、第８条を第５条とする。

 第９条第１項第２号中「者」を「もの」に改め、同条第２項中「その人数

によって等分して」を「代表者に」に改め、同条を第６条とする。

 第１０条を第７条とする。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

理 由

条例の評価・見直しの審査結果に基づき、所要の改正をしようとするもの

である。



渋川市敬老祝金条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表
（傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

（受給資格） （受給資格）

第２条 祝金は、次の各号のいずれにも該当する者に支給する。 第２条 祝金は、次の資格を有する 者に支給する。

（１）・（２） （略） （１）・（２） （略）

（祝金支給の時期） （祝金支給の時期）

第４条 祝金は、その年の９月から１０月までに支給する。 第４条 祝金は、その年の９月 に支給する。

（受給資格の消滅）

第５条 受給資格者が、次の各号のいずれかに該当するときは、その資格を

失うものとする。

（１） 死亡したとき。

（２） 本市に住所を有しなくなったとき。

（届出の義務）

第６条 前条により受給資格を消滅したとき、又は本市の区域内で住所を変

更したときは、本人又は遺族若しくは同居人は、直ちにその旨を市長に届

け出なければならない。

（祝金支給の特例）

第７条 市長は、受給資格者が祝金の支給を受けた後、第５条の規定により

受給資格を消滅した場合、その年度分に限り祝金を返還させないことがで

きる。

（未支給祝金の遺族等への支給） （未支給祝金の遺族等への支給）

第５条 （略） 第８条 （略）

（遺族の範囲及び順位） （遺族の範囲及び順位）

第６条 この条例で規定する遺族の範囲及び順位は、次に定めるところによ 第９条 この条例で規定する遺族の範囲及び順位は、次に定めるところによ

る。 る。

（１） （略） （１） （略）

（２） 父母、子、孫及び兄弟姉妹で祝金受給者の死亡当時生計を共にし （２） 父母、子、孫及び兄弟姉妹で祝金受給者の死亡当時生計を共にし
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ていたもの ていた者

２ 祝金の支給を受けるべき同順位の者が２人以上ある場合には、代表者に ２ 祝金の支給を受けるべき同順位の者が２人以上ある場合には、その人数

支給する。 によって等分して支給する。

（委任） （委任）

第７条 （略） 第１０条 （略）
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